
1 組 織 名 称 ( 略 称 ) SIP Forum(SIP Forum) 
http://www.sipforum.org/ 

2 分 類 活動目的 実装仕様化・相互接

続性検証 
対象分野 情報通信（インフラ関

連） 
 技 術 M A P 活動エリア（注1） 0 活動技術（注2） 0 

3 目      的 SIPに基づいたIP通信端末とサービスの採択と相互接続の推進 
To advance the adoption and interoperability of IP communications product
s and services based on SIP. 

4 組 織 構 成 The SIP Forum is organized as follows: 
Board of Directors.： SIP Forumメンバから選出された会議体。活動の全体管理を

行う。 
Managing Director ： フォーラムの運営と、フォーラム活動が計画通り完了する保

証の責任を持つ 
Working Groups   ： 適宜設立されたいろいろなワーキンググループでフォーラム

メンバが実際に活動する。ワーキンググループの活動は「Board of Directors」に指名

された「Group Chair」によって管理される。 
・TIS/SIP Forum NNI Task Force 
・SIPconnect 2.0 Task Group 
・SIPconnect Interoperability Certification [SC-IT] Task Group 
・SIP Over IPv6 [IPv6] Task Group 
・Fax-over-IP [FoIP] Task Group 
・Video Relay Services [VRS] Task Group 
・WebRTC Task Group 
Consultants       ： ワーキング活動は基本的にはメンバのボランティアなので、

作業時間が不足することがある。そのような場合にフォーラムが確保しているコンサ

ルタントが作業を補う。 
 

5 参 加 資 格 
会 費 
 
 

（１）Participant Members 年会費free  個人での参加 
（２）Full Members 年会費$12,500  企業として参加 
（３）Academic/Institutional Membership 年会費free  学術機関からの参加 
 

6 主 要 メ ン バ 
（2017年4月現在） 

 
(注3) 

主要メンバー： 
full member19社（日系なし） 
Academic Member 7機関 （日系なし） 
Participant Membersは不明 
Board of Directors 11社  
（Shockey Consulting, Oracle, MLB@Realtime Communications LLC, AT&T,U
nify, Cox Communications, iconectiv, Bandwidth.com, Cisco Systems, Edge
water Networks, Comcast） 

会員数：26社 
うち日系企業数：0 

7 他団体・組織との 
関 係 

不明 
 
 

8 T T C 活 動 と の 
関 連 性 
 
（注4） 

■TTCの専門委員会活動と関係あり 
  信号制御専門委員会 
□なし 
 

9 活 動 状 況 SIP Forum News （http://www.sipforum.org/content/category/2/15/171/） 
・February 2, 2017 
ATIS と SIP Forum は、ロボコールや発 ID なりすましを軽減するため、SHAKEN（ト

ークンを使用した情報のシグネチャベースの処理）仕様の発表を発表した。 
・January 24, 2017 
SIP フォーラムは本日、SIP フォーラム理事会の全会一致で、SIPconnect Technical 



Recommendation のバージョン 2.0 を制定したことを発表した。 
・October 20, 2016 
SIP フォーラムは、SIP over IPv6 タスクグループにより「既存の IPv4 SIP の実装と

IPv6 のインターワーキングの相互運用性への影響」と題した新しいドキュメントを出版

した。 
・July 26, 2016 
SIP Forum は、ニューハンプシャー大学で 2016 年 9 月 12-16 日に開催される SIP
相互運用性テストイベント SIPit 32 の議題に、STIR と SIPBRANDY のテストが追加

されたことを発表した 。 
 
 

10 設 立 時 期 2000 年 6 月 1 日 

11 本 部 所 在 地 SIP Forum LLC 
733 Turnpike Street, Suite 192  
North Andover, MA 01845  
USA 

12 関 連 標 準 化 技 術  
SIPconnect Technical Recommendation Version 2.0 
(SIP-PBX / Service Provider Interoperability) 
 

13 備 考 当該製品数に関する情報なし 
 
Bylaws 
https://www.sipforum.org/about/bylaws/ 
 
Intellectual Property Rights (IPR):Bylawsの中に記載あり 
The Association may on a non-profit level own IPR and may be engaged in any 
business that creates IPR. Any IPR that might arise, or have arisen, from any co-
operation between individual Members shall be the sole responsibility of such 
Members. The Association shall be entitled to use and make public all documents, 
literature, and material that have been produced through the Association or have 
been produced by a Member and furnished to the Association by that Member. 
 

14 更 新 年 月 2017年10月 

 
 
 
（注1）活動エリアは以下から最も適当な項目を選択し、その番号を記入のこと。 

2： モバイル系領域を中心に活動を実施 
1： モバイル系領域の活動を主に、固定系領域の活動も実施 
0： モバイル系、固定系の両領域にまだがって活動実施 

-1： 固定系領域の活動を主に、モバイル領域の活動も実施 
-2： 固定系領域を中心に活動を実施 

（注2）活動技術は以下から最も適当な項目を選択し、その番号を記入のこと。 
3： APL（アプリケーション）領域の活動を実施 
2： APL領域の活動を主に、MDL（ミドルウェア）領域の活動も実施 
1： APLとMDLの両領域の活動を実施 
0： MDL領域の活動を実施 

-1： NW（ネットワーク）領域の活動を主に、MDL領域の活動も実施 
-2： NW領域の活動を実施 
x： 該当せず等 

（注3）日系企業とは親会社が日本企業かどうかで判断する。 
（注4）「TTC活動との関連性」とはTTCの専門委員会の活動と関連しているかを示す記載とし、理由には具体的な専門委員会名

と関連している部分等を記載する。 


